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量子色力学が全てを支配

内部にはクォークが存在
クォーク・グルーオンの自由度で全てが記述される

ＳＵ（３）非可換ゲージ理論

たメソン・バリオン結合定数の研究
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第一原理計算としての格子量子色力学

虚時間形式の格子上の場の理論
モンテカルロ法で経路積分を実行ルミオン）

確率的に量子状態（真空）を生成・計算
高速なコンピュータの必要性
近接相互作用なので、並列化に無理が無い接 、
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陽子・中性子等 ＋ストレンジクォークを含むハドロン
間の相互作用の強さを決定する

中性子星内部での状態方程式
ブラックホール形成過程


